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写真 3　レバノン杉の木材を水路によって運搬する様子を示すレリーフ（部分 ) ここでは木
材を筏に組むことなく、船に積んだり、結び付けたりしている。ギルガメシュの時代より
も 1500 年ほど後のアッシリアの都コルサバード（古代名ドゥル・シャルキン）から出土。














































































に。」（VII 251 − 252）14）
　エンキドゥは「夢を見たその日に力が尽きて」（VII 253 − 254）寝付く
ことになる。病が日ごとに重くなるが、12 日後にエンキドゥはギルガメ
シュを死の床に呼んで最期の言葉を伝える。本文に破損が多く断片的であ























































































































































































































































英訳、注釈、解説については George 2003 参照。本稿では『ギルガメシュ叙事詩』
の本文と行数の表記は George 2003 に基づき、本文の引用は原則として私訳を用
いる。
2） 渡辺 2005a 参照。
3） George 2003, I, pp.540−565 ；月本 1996, pp.6−28（第 1 − 2 書板）参照。ギルガ
メシュとエンキドゥの「鏡像関係」については渡辺 2005b 参照。














8） George 2003, I, pp.638−639；月本 1996, pp.85−86 参照。月本は、狩人が「わたし
をわが友（＝ギルガメシュ）と同等には扱わなかった」（VII 95）と訳しているが
（月本 1996, p.86）、原義は「～に見合うものにする、～に十分なものとする ｣ であ
り、ジョージは ‘who did not let me be a match for my friend’ (George 2003, I, p.639)





10） George 2003, I, pp.638−641 参照。「清かった」（ellu）というのは、ここでは「無
垢であり、悩みがなかった」 という意味であろう。
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親が見捨てられるように。」（VII 159 − 161）George 2003, I, pp.642 −643 参照。
13） George 2003, I, pp.642−645 参照。イルカラは冥界を表す語のひとつであるが、こ
こではエレシュキガルの異名。George 2003, II, p.849 参照。冥界についてのこの
箇所に先立ってエンキドゥは自分の夢について次のように語り始めている。「私の
友よ、夜の間に私がみた夢のすべてはこうだった。天は喜びの声をあげ、地は応え
る。私はその間に立っていた。」（VII 165 − 167）George 2003, I, pp.642−643 参照。
14） George 2003, I, pp.646−647 参照。
15） George 2003, I, pp.646−647 参照。
16） George 2003, I, pp.650−653；月本 1996, pp.96−98 参照。
17） George 2003, I, pp.654−655 参照。
18） George 2003, I, pp.654−657；月本 1996, pp.99−100 参照。
19） George 2003, I, pp.456−457；月本 1996, pp.100 − 101 参照。
20） George 2003, I, pp.656−665 参照。
21） George 2003, I, pp.666−667 参照。
22） 渡辺 2006, pp.20−28 参照。
23） 渡辺 2006, pp.23−24 参照。
24） シドゥリはギルガメシュの外見から「野牛の屠殺者」（muna’ir rīmī）だと思って恐
れる。George 2003, I, pp.678−679 参照。
25） George 2003, I, pp.680−683 参照。これを含む嘆きの言葉は、後にウルシャナビに





26） George 2003, I, pp.278−279；月本 1996, pp.213−214；渡辺 2005a, p.122 注 19）参照。
27） George 2003 I, pp.278−279；月本 1996, p.214 参照。
28） George 2003, I, pp.682−683；月本 1996, p.120−121；渡辺 2006, p.23 参照。
29） George 2003, I, pp.684−687；月本 1996, pp.122−124 参照。
30） George 2003, I, pp.692−695；月本 1996, pp.130−131 参照。
31） George 2003, I, pp.694−699；月本 1996, pp.131−134 参照。
32） 渡辺 2005a 参照。
33） 渡辺 2005a, p.115 参照。後の注 40) も参照。
34） George 2003, I, pp.718−719；月本 1996, p.151 参照。眠りが死の隠喩であること
については月本 1996, p.337 参照。
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メソポタミア神話にみる死の受容と悲嘆
35） George 2003, I, pp.718−721；月本 1996, pp.152−153 参照。
36） 『イナンナの冥界下り』（シュメール語）では、冥界に下ったイナンナのために喪に
服さず、立派な服を着ていたドゥムジはイナンナの怒りを買い、冥界へ送られた。
渡辺 2006, p.11 参照。『アダパ』（アッカド語）では、天界に呼び出されるアダパ
に対して知恵の神エアが、髪を梳らず喪服をまとって行くようにという指示を与
える。渡辺 2006, p.17 参照。『ギルガメシュ、エンキドゥ、冥界』（シュメール語）
とその部分を訳した『ギルガメシュ叙事詩』第 12 書板（アッカド語）のなかでは、
ギルガメシュが冥界に向かうエンキドゥに対して、洗濯した衣服をまとってはなら
ない、香油を身に塗ってはならない、などの忠告を与える。渡辺 2006, p.29 参照。
37） たとえば月本は「シドゥリの忠告」をギルガメシュが退けた「現世的享楽主義の披
瀝」と解釈し（月本 1996, pp.318-319; 337）、エリアーデは、ギルガメシュが克服
した「誘惑」とみなす（エリアーデ 1991, p.87）。渡辺 2005a, p.123, 注 20）参照。
38） 渡辺 2005a, pp.105−106 参照。
39） 渡辺 2006 参照。
40) 筆者は、ギルガメシュをイニシエーションの成功者としてとらえ、ギルガメシュは
イニシエーションに失敗したために永遠の命を得られなかったとするミルチア・エ
リアーデの解釈（エリアーデ 1991, p.88）にはすでに反論した。渡辺 2005a 参照。
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Acceptance of Death and Grief
in the Epic of Gilgamesh:
The Cases of Enkidu and Gilgamesh
by Kazuko WATANABE
The Epic of Gilgamesh, the oldest mythological composition, was 
written about four thousands years ago. Of its various themes, this paper 
focuses on the acceptance of death and grief in the cases of Enkidu and 
Gilgamesh.
Gilgamesh, king of Uruk, and his friend Enkidu make an adventure 
to a cedar forest and slay Humbaba, the guardian of the forest. They also 
kill the “Bull of Heaven” which Anu, the god of heaven, had sent against 
them. For these acts of hubris, the gods sentence Enkidu to death. After 
he is placated by the sun god Shamash and consoled by Gilgamesh, he can 
accept his painful destiny. Gilgamesh, mourning bitterly for Enkidu and in 
fear of death, sets out on a long journey to Ut-napishtim who had obtained 
eternal life. He refuses all advice to break his mourning. Ut-napishtim 
tells him not to sleep for seven days. However, he falls asleep immediately 
afterwards. When he wakes up, he realizes that it is impossible to obtain 
eternal life. At last he finishes his mourning and bathes, dresses in clean 
garments, and returns to Uruk.
Gilgamesh does not fail an initiation, as is often argued. I believe the 
epic presents examples of accepting death and completing grief.
